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研究成果の概要（和文）：異動を教師としての専門性発達の機会とするには，どのような教師の意識や教師への
支援が必要だろうか。これを明らかにするため，面接調査および質問紙調査を行い，教師の異動経験と専門性発
達の関係，異動を専門性発達の機会とするための組織・同僚性および研修プログラム，について検討した。その
結果，異動は中堅教員にとってもストレスや困難をもたらす可能性が高いものであることが示された。また，異
動のストレスにより休職・離職に至ることを防ぐために，しがらみのない同業者の集まりで自身の困りごとや弱
さについて語れる機会を設けることや，異動者の困難を知る機会を管理職研修等で設ける必要性が明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, interviews and questionnaires were conducted to clarify 
teachers' attitudes and support for teachers to make personnel changes an opportunity for their 
professional development as teachers. We examined (1) the relationship between teachers' experiences
 of personnel changes and their professional development, and (2) the organization, collegiality, 
and training programs that make personnel changes an opportunity for professional development. The 
results indicated that personnel changes are likely to cause stress and difficulties for mid-career 
teachers. In order to prevent teachers from taking leave or leaving their positions due to the 
stress of personnel changes, it is necessary to provide them with opportunities to talk about their 
own problems and weaknesses in a peer group without ties to others. In addition, it became clear 
that it is necessary to provide school managers with opportunities to learn about the difficulties 
of personnel changes through training.

研究分野：発達心理学

キーワード： 教員の学校間異動　中堅教員　教員の専門性発達　ナラティヴ　対話

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
異動は経験豊富な中堅教員にとってもストレスや困難をもたらす可能性が高いものであり，それに一人で対応し
ているケースも多くあることが明らかになった。異動初年度の業務過重や配置と経験のミスマッチによるストレ
スが大きいことから，異動者の困難を知る機会を管理職研修等で設ける必要性が明らかになった。また，オープ
ンダイアローグを理論的背景とした対話の場を定期的に実施したところ，学校・地域・校種を超えたしがらみの
ない場で対話をする機会へのニーズが高いことが明らかになったが，一方でオンライン開催としたり平日夜間や
休日の開催としても参加が難しいという，教員の多忙さが改めて浮き彫りとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究では以下の 2 つを研究課題として設定した。①異動は教師の専門性発達にどのように
関わっているのか，②異動が専門性発達を促進する機会として機能するには，教員個人にどのよ
うな意識が必要か，教員にどのような支援が必要か，という 2点である。これらを検討すること
は教師の専門性発達の 2 つの方向性，①特定のタイプの学校に求められるローカルな専門性，
②どんな学校でも適用できるグローバルな専門性，をどのように統合していくかという学術的
な問いにこたえ，教師の専門性発達についての理論を整理することにつながると考えた。 
専門性発達の 2つの方向性について補足すると，公立学校といっても，規模や学校課題は様々
である。例えば進学校であればそこで求められる専門性があり，進路多様校であればそこで求め
られる専門性がある。一方で，異動のタイミングや勤務校は個人の希望が反映されないことも多
く，いつどこに異動しても着任した 4 月からすぐに教師としての専門性を発揮することが求め
られる。このようなことを鑑みると，現任校で求められるローカルな専門性を高めることに加え，
いつどこに異動になっても力を発揮できるようなグローバルな専門性も並行して高めていくの
が，公立学校の教師に求められる姿であろう。しかしながら，現場では目の前の児童生徒への焦
点化からローカルな専門性が重視されがちであり，一方で各教育委員会により策定されている
教員等育成指標はグルーバルな専門性の指標となっている。そのため，個々人が専門性発達の道
筋をローカルとグローバルの両面から統合的に見通すことは，現時点では難しいのではないか。
これは異動プロブレム（メンタルヘルス悪化等の異動に関わる諸問題）の要因の一つであると考
える。 
以上のことから本研究では，発達についてローカルとグローバルの両側面あるものとして捉
え，各々がどう発達していくのか，またそれらを促進・阻害する要因について検討し，両側面を
統合していくような支援のあり方を提案することとした。 
教員の異動に関する先行研究としては，異動に伴う困難の分類，メンタルヘルスへの影響，能
力開発・授業改善への影響等，といったものがある。困難の分類に関しては，例えば武智ら（2015）
がある。教員 167 人を対象とした質問紙調査を行い，異動に伴って直面した困難に関する自由
記述の回答を分類した。能力開発に及ぼす影響に関しては，例えば川上・妹尾（2011）がある。
約 2000人からの質問紙調査の回答をもとに異動経験の直接的・間接的影響について検討が行わ
れた。これらは質問紙調査により傾向を検討しようとするものであるが，ナラティヴアプローチ
やライフヒストリー法などを用いて個人の経験を記述するような研究も行われている。例えば
古川（2019）ではベテラン教師の教職アイデンティティのゆらぎと再構築について検討した。こ
こまでの研究は，異動当事者の主観的経験に焦点を当てたものであり，研究代表者のこれまでの
研究もここに分類される。 
異動の決定過程に関する研究やそのシステムに関する研究も少ないながら行われている。例
えば町支（2015）では，行政文書の調査や校長および教諭へのインタビューを行い，人事異動決
定プロセスにおいて学校が関与する部分がどこであるのかについて検討した。また，榊原・松村・
浅田（2020）では，ある県を任用権者として採用された計 658 名を対象に採用後 10 年間の学
校等への配置・転任についてデータ化し，配置・転任の傾向を分析している。 
このように教員の異動に関する研究は多く行われてきているが，個別の具体的経験か集団と
しての傾向か，個人の主観的経験かシステムか，といういずれかの側に寄ったものであった。本
研究は，①個人の経験プロセスを明らかにした上で，それらを比較検討して共通点・相違点を導
き出すこと， ②個々の主観的経験をもとにして当事者同士が交流することから，彼らがシステ
ムの創造・改善の担い手となることを支援するプログラムを提案する，ということから先行研究
の不十分であった点を乗り越えることを目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，以下の 3点である。 
目的 1：教師が異動をどのように経験しているか，また，それが専門性発達とどのように関係し
ているかについて異動当事者の語りを聴き取り，具体的なプロセスをボトムアップに整理する。
そこから，発達の促進要因・阻害要因を明らかにする。 
目的 2：専門性発達の機会として異動を経験するための組織，同僚性のありようについて，現状
および理想像を整理し，受け入れに当たっての環境調整のポイントを明らかにする。 
目的 3：異動を教師としての専門性発達の機会とするための「異動のあるべき姿，そのために必
要な関係性やシステム」について対話を通して考え，学び合えるような研修・講習プログラムの
開発を行う。 
 
３．研究の方法 
 目的 1および 2に関して，インタビュー調査および質問紙調査を実施した。 
 インタビュー調査は，山梨県内の公立学校（小学校，中学校，高等学校，特別支援学校）の現
職教員（教育行政職経験者含む）14 名に実施した。内訳は，目的 1 について 6 名，目的 2 につ



いて 8 名である。実施方法は対面あるいはオンラインを調査協力者が都合に合わせて選択する
もので，調査時間は 52 分から 2時間 3分であった。調査協力者の同意を得て録音したものを文
書化し，分析データとした。 
インタビュー調査の内容は，目的 1については，①教職経験（専門，経験年数，勤務校数），
②職務の状況（主に担任をした学年やコース，分掌など），③異動の経験，④自身が考える異動
のポジティブな側面，⑤自身が考える異動のネガティブな側面，⑥異動を発達の機会とするため
の「個人のありよう」とは，⑦異動を発達の機会とするための「職場の人間関係のありよう」と
は，⑧異動を発達の機会とするための「職場のシステムのありよう」とは，⑨教師・子ども・学
校にとっての異動の意味とは，であった。目的 2については，①教職経験（専門，経験年数，勤
務校数），②職務の状況（主に担任をした学年やコース，分掌など），③異動の経験，④これまで
の異動経験の中で，特に環境面に絞ってよかった点について，⑤これまでの異動経験の中で，特
に環境面に絞って不便・不都合・ストレスを感じた点について，⑥異動先がどのような環境（人，
モノの配置など）であれば異動プロブレムが生じないか，また，どのような環境であれば異動が
教師にとってポジティブな経験となるか，⑦異動の意義や課題について，であった。 
 質問紙調査は，山梨県内の公立学校教員を対象として，学習会や研修あるいは知人を通じてチ
ラシを配布した。チラシには研究目的，調査内容，web 回答フォームにアクセスするための QR コ
ードを記載した。一部，調査票（印刷物）を配布して回答してもらったケースもあった。調査回
答者は 105 名（小学校，中学校，高等学校）であった。質問項目は，①現在の勤務校種，②教員
経験年数（正規のみ），③非正規の教員経験年数，④現勤務校は何校目か（正規のみ），⑤「異動」
と「教職としての専門性の発達」の関係を考えたとき，異動はどう影響すると思うか（5段階評
価），⑥「異動」と「教師のメンタルヘルス」の関係を考えたとき，異動はどう影響すると思う
か（5 段階評価），⑦【教師】にとって，異動にはどんなメリットがあると思うか（自由記述），
⑧【学校】にとって，異動にはどんなメリットがあると思うか（自由記述），⑨【教師】にとっ
て，異動にはどんなデメリットがあると思うか（自由記述），⑩【学校】にとって，異動にはど
んなデメリットがあると思うか（自由記述），⑪【異動先の理想の姿】について（自由記述），⑫
これまで異動先での違和感に，どのように対応してきたか（単一選択），であった。 
 目的 3に関して，100 人規模の研修会において異動を含めた転機の経験および自身の専門性発
達を TEM 図（TEM：Trajectory Equifinality Model，複線径路・等至性モデル）を援用し，俯瞰
し整理する機会を設けた。また，現職教員を対象とした対話の場を，月に 1回（2時間），計 19
回行った。この会はオープンダイアローグの理念をもとに，学校・校種・地域を超えた対話の場
として企画・実施したものである。異動を含め参加者が経験する困りごとや疑問，課題について
自由に話すもので，研究代表者がファシリテーターを務めた。 
 
４．研究成果 
 目的１は，「目的 1：教師が異動をどのように経験しているか，また，それが専門性発達とど
のように関係しているかについて異動当事者の語りを聴き取り，具体的なプロセスをボトムア
ップに整理する。そこから，発達の促進要因・阻害要因を明らかにする。」であった。また，目
的 2は，「専門性発達の機会として異動を経験するための組織，同僚性のありようについて，現
状および理想像を整理し，受け入れに当たっての環境調整のポイントを明らかにする。」であっ
た。これらについて，調査結果の概要を示す。 
先述の質問紙調査において，異動と「教師としての専門性の発達」の関係，異動と「メンタル
ヘルス」の関係について，ネガティブに影響するほど「１」，ポジティブに影響するほど「５」，
と 5段階で回答を求めた。図 1のとおり，異動と「教師としての専門性の発達」の関係について

は，どちらかというとポジ
ティブな影響があると回
答する傾向があった。一方，
異動と「教師のメンタルヘ
ルス」との関係では，どち
らかというとネガティブ
な影響があると回答する
傾向にあった。また，この
項目への回答者 105 名の
うち，両方とも 1あるいは
2（どちらかというとネガ
ティブ）と回答した者は 6
名，両方とも 4あるいは 5
（どちらかというとポジ
ティブ）と回答した者は23
名であった。ここから，「精
神的に辛いけれど教員と
しての成長につながる」の
ように，異動がネガティブ

／ポジティブの両側面を併せ持つものと捉えられていることが改めて確認された。 

図 1 異動と「教師としての専門性発達」「メンタルヘルス」の関係



また，同アンケートにおいて教員にとっての異動のメリット・デメリットを尋ねた自由記述項
目の回答を分類したところ，メリットに関する大きなまとまりとして「学校の違いを知ることが
できる」「環境が新たになる」「人間関係のリセットになる」「指導の幅が広がる」があった。教
員にとって，異動が新陳代謝や成長・発達の機会になっていることが見て取れる。同様に学校に
とってのメリット・デメリットも尋ねたところ，メリットに関する大きなまとまりとして，「異
動は教師や学校にとって必要」「新しい考え方が入る」「他校の視点を取り入れる」「組織の活性
化」「新たな考えや価値観を持つ」といったものがあり，学校にとっても同様の機会であること
が示された。しかしながら，インタビュー調査において，異動に伴う困難は多く語られた。そこ
から，異動で経験する違和感・困難にどう対応するのかについても結果を次で示す。 
 質問紙調査には，異動先での違和感にどう対応してきたかを問う項目があり，これまでの対応
で最も多かったものを 1つ選ぶものであった。図 2のとおり，違和感があった際に「同僚に違和
感を伝える」「誰にも言わずに自分で対応する」という 2つが半数を占めた。ここで注目したい

のは，「誰にも言わずに自分で
対応する」という回答である。
この質問紙調査では，理想と
する異動の姿も自由記述で回
答を求めた。そこでは「わか
らないことを教えてくれる学
校の温和な雰囲気」「わからな
いことを温かい目で見てほし
い」「異動先の学校のシステム
について，わかりやすく説明
してくれる体制がある。引き
継ぎ資料が丁寧に準備されて
いる。」といった記述があった。
昨今，教員の仕事を語る際に
「個業」「孤業」といった言葉
が使われることがあるが，ま
さにそのような状況であるこ
とが示された。 
このような「個業化」「孤業
化」の状態は，教員の発達の
妨げにもなる可能性がある。

教員の発達を考えるに当たって，成人の学習プロセスを示した Mezirow（1991／2012）の変容的
学習が参考になる。変容的学習とは「将来の行為を方向づけるために，以前の解釈を用いて，自
分の経験の意味について新たな，あるいは修正された解釈を作り出すプロセス」と定義されてい
る。変容的学習の考えでは，自分の経験を把握し解釈する際に用いる準拠枠を「意味パースペク
ティブ」と呼ぶ。より広がりのある，統合されたパースペクティブに向けたパースペクティブ変
容を，成人発達の中核をなすものとしている。この変容は個人が深く身に着けている価値観に疑
いを持ったり，自己という感覚をも脅威にさらしたりするような「混乱するジレンマ」が契機と
なって生じる。そのようなジレンマを自身の発達の機会として捉え，避けたり目を逸らしたりせ
ずに自分ごととして対峙するためには，サポーティブな環境は欠かせない。学校がそのような環
境であることが望ましいが，昨今の学校の多忙化や年齢構成の不均衡，教員不足等により余裕の
ない職場環境となってしまうことはいなめない。そこで，学校以外の場で，異動者の困難を支援
することも考える必要があるだろう。これに関係するのが，本研究の目的 3「異動を教師として
の専門性発達の機会とするための「異動のあるべき姿，そのために必要な関係性やシステム」に
ついて対話を通して考え，学び合えるような研修・講習プログラムの開発を行う。」である。 
目的 3に関しては，まず 100 人規模での教員研修の結果を示す。そこでは，異動を含めた転機
の経験および自身の専門性発達を TEM 図（TEM：Trajectory Equifinality Model，複線径路・等
至性モデル）を援用し，俯瞰し整理する機会を設けた。自身の教員歴を振り返った上で，先述し
た「ローカルな専門性」「グローバルな専門性」について記述することを求めた。これらを踏ま
えて自身の教員としての強みをまとめた後，現在の学校で発達した（獲得した）専門性について
その発達プロセスを，TEM を援用した方法で図示するよう求めた。研修の感想では，自身の教員
としての強みを複数の視点から整理したり，自身の発達の軌跡を振り返るようなことは初めて
であったという記述が散見され，また，それが今後の職務上の自信につながっていきそうだとい
う記述があった。異動に焦点化すると，異動が自身の強みの獲得や職務上の幅を広げるきっかけ
になっていたことに気づいたといった記述があった。ここから，異動をキャリアに位置付け，自
身の発達との関連で捉えなおす機会になったと考えられる。異動を発達の機会として捉えなお
すことで，自身あるいは教員全体にとっての異動のあるべき姿を今以上に考えるようになる可
能性がある。しかしながら，異動にまつわる困難を支援する機会としては機能しにくい。今回の
ような大人数および 1 回のみの研修においては，その後の心理的フォローが十分できないこと
から，困難について語り合うような内容は組み込めなかった。そこで，少人数および継続的に参
加可能な機会を設けることとした。 

図 2 異動に伴う違和感にどう対応してきたか 



少人数および継続的に参加可能な機会として「つながる会」と称する会を企画・運営した。毎
月 1回，日曜日の午前中に 2時間で行うものである。公立学校教員を対象としており，参加者の
困りごとや気になっていることについて，話題提供者も含めた参加者全員でただ話をするとい
うものである。この会に参加した感想や今後の希望を尋ねたアンケート結果より，解決に拘泥せ
ずじっくり対話できることや，「どうにもならなさ」を共有できることが意義として示された。
また，他の場とこの会の違いとして，評価懸念のない中で困りごとや気になることを話せること
という回答があった。このように，しがらみのない場で困難や弱みについて対話する場の有効性
が示されたが，異動に焦点化すると，異動直後の配置や分掌がそれまでの経験とマッチしていな
かったり，過大であることが適応への困難につながることがインタビュー調査により示された。
そこから，異動者の困難とそれへのサポートについて管理職が知る機会を研修等で設ける必要
があると考えられる。 
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